
地ち

域い
き

の
特と

く

色し
ょ
く

と
文ぶ

ん

化か

本ほ
ん

町ち
ょ
う

周し
ゅ
う

辺へ
ん

〜
日に

本ほ
ん

橋ば
し

Ⓐエ
ー

エ
リ
ア

❶

❷

❻

❸ ❽

❹

❺

江
え

戸
ど

橋
ばし

日
に

本
ほん

橋
ばし

川
がわ

一
いち

石
こく

橋
ばし

常
と き わ

磐橋
ばし

外
そと

濠
ぼり

楓
かえで

川
がわ

日
に

本
ほん

橋
ばし

魚
うお

河
が

岸
し

龍
りゅう

閑
かん

川
がわ

西
にし

堀
ほり

留
どめ

川
がわ

本
ほん 町

ちょう 通
どお り

越
えち 後

ご 屋
や

金
きん 座

ざ

本
ほん小

お 田
だ 原
わら 町

ちょう

安
あん 針
じん 町

ちょう

本
ほん

船
ふな

町
ちょう

長
なが 浜
はま 町

ちょう

日
に

本
ほん

橋
ばし

白
しろ

木
き

屋
や

Ⓒ
シー

（→ p.168）

Ⓔ
イー

（→ p.192）

Ⓓ
ディー

（→ p.177）

通
と
お
り

町
ち
ょ
う

筋
す
じ

北
きた

南
みなみ

西
にし

東
ひがし

通と
お
り町ち
ょ
う筋す
じ

❼

149148

江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

の町
まち

なみ

148

江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

の初
しょ

期
き

に、家
いえ

が十
じっ

軒
けん

あったことに由
ゆ

来
らい

する。ふだんは
うちわや糸

いと

の問
とん

屋
や

が並
なら

び、節
せっ

句
く

にはひな人
にん

形
ぎょう

や五
ご

月
がつ

人
にん

形
ぎょう

の市
いち

、
年
ねん

末
まつ

には羽
は

子
ご

板
いた

市
いち

が立
た

ち、そのにぎわいは江
え

戸
ど

名
めい

物
ぶつ

になった。

金
きん

座
ざ

と両
りょう

替
がえ

商
しょう

があったことから、
両
りょう

替
がえ

町
ちょう

となった。のちに京
きょう

橋
ばし

の南
みなみ

に新
しん

両
りょう

替
がえ

町
ちょう

（銀
ぎん

座
ざ

）（→p.177）がで
きたため、「本

ほん

」の字
じ

が加
くわ

わり本
ほん

両
りょう

替
がえ

町
ちょう

になった。

日
に

本
ほん

橋
ばし

から本
ほん

町
ちょう

通
どお

りまでの通
とおり

町
ちょう

筋
すじ

に沿
そ

った町
まち

。通
とお

りの両
りょう

側
がわ

には
たくさんの店

みせ

が並
なら

び、にぎわっていた。町
ちょう

名
めい

は京
きょう

都
と

にある室
むろ

町
まち

にちなむとも、室
むろ

とよばれる小
こ

屋
や

が建
た

ち並
なら

んでいたからともい
われている。

通
とお

りに出
で

ると、駿
する

河
が

方
ほう

面
めん

（現
げん

・静
しず

岡
おか

県
けん

中
ちゅう

部
ぶ

）
にある富

ふ

士
じ

山
さん

が見
み

え
たことに由

ゆ

来
らい

する。

町
ちょう

名
めい

は、瀬
せ

戸
と

物
もの

の産
さん

地
ち

だった尾
お

張
わりの

国
くに

の
瀬
せ

戸
と

村
むら

（現
げん

・愛
あい

知
ち

県
けん

瀬
せ

戸
と

市
し

）の陶
とう

磁
じ

器
き

をあ
つかう６軒

けん

の店
みせ

があったことに由
ゆ

来
らい

する。
魚
うお

河
が

岸
し

に近
ちか

かったので、のちに魚
うお

問
どん

屋
や

も増
ふ

えていった。

❺本
ほん

石
ごく

町
ちょう

十
じっ

軒
けん

店
だな

 （現げん・日に本ほん橋ばし室むろ町まち三さん～四よん丁ちょう目め）

❹本
ほん

両
りょう

替
がえ

町
ちょう

 
（現

げん

・日
に

本
ほん

橋
ばし

本
ほん

石
ごく

町
ちょう

一
いち

～二
に

丁
ちょう

目
め

）

❼室
むろ

町
まち

 （現げん・日に本ほん橋ばし室むろ町まち一いっ丁ちょう目め～二に丁ちょう目め）

❻駿
する

河
が

町
ちょう

 
（現

げん

・日
に

本
ほん

橋
ばし

本
ほん

石
ごく

町
ちょう

一
いち

～二
に

丁
ちょう

目
め

）

❽瀬
せ

戸
と

物
もの

町
ちょう

 
（現

げん

・日
に

本
ほん

橋
ばし

室
むろ

町
まち

一
いち

～二
に

丁
ちょう

目
め

、
日
に

本
ほん

橋
ばし

本
ほん

町
ちょう

一
いち

～二
に

丁
ちょう

目
め

）

江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

の商
しょう

業
ぎょう

の中
ちゅう

心
しん

地
ち

人
にん

形
ぎょう

市
いち

や羽
は

子
ご

板
いた

市
いち

でにぎわう

金
きん

の両
りょう

替
がえ

はここで！

江
え

戸
ど

のメインストリート

富
ふ

士
じ

山
さん

が
よく見

み

えた

食
しょっ

器
き

はやっぱり瀬
せ

戸
と

物
もの

屋
や

本
ほん

石
ごく

町
ちょう

、本
ほん

町
ちょう

と共
とも

に四
よん

丁
ちょう

目
め

まであり、❶から東
ひがし

（右
みぎ

）へ続
つづ

く。銀
ぎん

細
ざい

工
く

の職
しょく

人
にん

が多
おお

く住
す

んでいたことから、銀
しろがね

町
ちょう

とよばれた。のちに
神
かん

田
だ

に新
しん

銀
しろがね

町
ちょう

（現
げん

・千
ち

代
よ

田
だ

区
く

）ができたので、「本
ほん

」の字
じ

を加
くわ

えた。

本
ほん

石
ごく

町
ちょう

の「石
ごく

」は岩
がん

石
せき

ではなく、昔
むかし

つかわれていた穀
こく

物
もつ

や米
こめ

の容
よう

量
りょう

の単
たん

位
い

の「石
こく

」のこと。町
ちょう

名
めい

は、かつてこの辺
あた

りに米
こめ

・穀
こく

物
もつ

の商
しょう

人
にん

がたくさん住
す

んでいたことに由
ゆ

来
らい

する。江
え

戸
ど

初
しょ

期
き

には石
こく

町
ちょう

と
よばれていたが、のちに神

かん

田
だ

に新
しん

石
こく

町
ちょう

（現
げん

・千
ち

代
よ

田
だ

区
く

）ができたため、
「本

ほん

」の字
じ

を加
くわ

えた。

本
ほん

町
ちょう

は徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

が入
にゅう

城
じょう

して最
さい

初
しょ

につくった町
まち

で、「本
ほん

」は江
え

戸
ど

の
「大

おお

元
もと

」を意
い

味
み

する。常
と き わ

磐橋
ばし

から東
ひがし

に続
つづ

く本
ほん

町
ちょう

通
どお

りは、江
え

戸
ど

のメ
インストリートの１つだった。

❶本
ほん

銀
しろがね

町
ちょう

 
（現

げん

・日
に

本
ほん

橋
ばし

本
ほん

石
ごく

町
ちょう

四
よん

丁
ちょう

目
め

、日
に

本
ほん

橋
ばし

室
むろ

町
まち

四
よん

丁
ちょう

目
め

、日
に

本
ほん

橋
ばし

本
ほん

町
ちょう

四
よん

丁
ちょう

目
め

）

❷本
ほん

石
ごく

町
ちょう

（現
げん

・日
に

本
ほん

橋
ばし

本
ほん

石
ごく

町
ちょう

、日
に

本
ほん

橋
ばし

室
むろ

町
まち

、日
に

本
ほん

橋
ばし

本
ほん

町
ちょう

の各
かく

三
さん

～四
よん

丁
ちょう

目
め

）

❸本
ほん

町
ちょう

 （現げん・日に本ほん橋ばし本ほん石ごく町ちょう、日に本ほん橋ばし室むろ町まち、日に本ほん橋ばし本ほん町ちょうの各かく二に～三さん丁ちょう目め）

江
え

戸
ど

に入
にゅう

城
じょう

した徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

が、はじめに開
かい

発
はつ

したエリア
がここだ。日

に

本
ほん

橋
ばし

を中
ちゅう

心
しん

に、商
しょう

業
ぎょう

と経
けい

済
ざい

の中
ちゅう

心
しん

地
ち

とし
て発

はっ

展
てん

し、現
げん

在
ざい

へと続
つづ

いている。常
と き わ

磐橋
ばし

から東
ひがし

（地
ち

図
ず

右
みぎ

）へ続
つづ

く本
ほん

町
ちょう

通
どお

りと、日
に

本
ほん

橋
ばし

を中
ちゅう

心
しん

に南
なん

北
ぼく

に走
はし

る通
とおり

町
ちょう

筋
すじ

（現
げん

・中
ちゅう

央
おう

通
どお

り）が江
え

戸
ど

のメインストリート。本
ほん

町
ちょう

通
どお

り沿
ぞ

いには、金
きん

座
ざ

（金
きん

貨
か

の製
せい

造
ぞう

所
しょ

）や町
まち

役
やく

人
にん

の屋
や

敷
しき

、通
とおり

町
ちょう

筋
すじ

沿
ぞ

いには越
えち

後
ご

屋
や

（現
げん

・三
みつ

越
こし

）、白
しろ

木
き

屋
や

などの大
おお

きな商
しょう

店
てん

（大
おお

店
だな

）が軒
のき

を連
つら

ねていた。

金
きん

貨
か

の重
おも

さを分
ふん

銅
どう

を使
つか

って量
はか

っている。


